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新

　
刊

　
紹
　
介

治
の

担
い

手
と
し

て

帝
国
家
人
層
に

着
目
し
て

き

た

（
第
W
論
文）

。

既
述
の

下
層
民
全
般
へ

の

視
点

も
ま

さ
に

こ

こ

か

ら

導
か

れ
て

い

る

と

考
え
て

よ

か

ろ

う
。

さ

ら
に

、

第
皿

論
文
に

お
い

て

カ
ロ

リ

ン

グ

朝

期

以

来

国

王

統

治

と

官

職

は

クレ
リ

カ

リ

ジ

ロ

ル

ノ
グ

「

聖

　
職
　
化
」

さ
れ
て

い

た
が

、

叙
任
権
闘
争

を

経
て

そ

の

統
治
体
制
は

壊
滅
的
打
撃
を

受
け

ゼ

ク

ラ

リ

ジ

　

ル

ノ
グ

「

世

俗

化
」

を

余
儀
な

く
さ
れ
た
と
い

う

見
通

し

を
与
え

て

お
り

、

こ

う
し
た

時
代
推
移
の

中
に

帝
国
官
僚
と

し
て

の

帝
国
家
人
を

位
置
づ

け

直
す

こ

と

が
可
能
で
あ
る

。

　

中
世
都
市
レ

ー
ゲ

ン

ス

ブ
ル

ク
の

社
会
集
団
を

扱
っ

た
第
皿

論
文

、

近
世
南
ド
イ
ツ

の

身
分
制
的

代
表
制
を

論
じ
た

第
X
論
文
か
ら
は

ボ
ー

ズ

ル

の

地
方
史
家
と

し
て

の
一

面
を

読
み

取
る

こ

と
が
で

き
る

。

バ

イ
エ

ル

ン

に

生
ま
れ

、

ミ

ュ

ン

ヒ

ェ

ン

大
学
バ

イ

エ

ル

ン

史
研
究
所
所
長
や

『

バ

イ
エ

ル

ン

地
域
史
雑
誌
』

編
集
責
任
者
を
長
く
務
め
た

彼

に

と
っ

て

地

方
史

研
究
は
ラ

イ

フ

ワ

ー

ク

で

も

あ
っ

た
。

　

最

後

の

第

刈

論

文

で

ボ

ー

ズ

ル

は

デ
ゼ

ル

ン
ヤ

フ

ノ

ゲ

ノ
ヒ

テ

　

ズ

ン

ィ

ア

　

ル

ゲ

ノ
ヒ

テ

社

会

史
と

社

会

史
と

い

う
二

つ

の

カ

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　

ゾ

ン

ィ

ア

　

ル

ゲ

シ

ヒ

テ

テ

ゴ

リ
ー

を

明
確
に

区
別
す
る

。

社

会

史
は

歴
史
学
の
一

専
門
分
野
に
過
ぎ
ず

十
九
・

二

十
世

紀
市
民
社
会
を
分
析

対
象
と

す
る
の

に

適
し

て

お

り
、

そ

の

概
念

、

類
型、

方
法
を

中
世
史
に

応
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ゲ

ゼ

ル

ン
ヤ

フ

ノ

デ

ソ
ヒ

テ

す

る
こ

と

を
戒
め

る
一

方
、

社
　
会
　

史
を
構

造
概
念
を
軸
と

し
て

汎

用
可
能
な

「

視
座
の

学
」

と
し
て

と
ら
え

、

最
終
的
に

人
類
の

全
体
史
を
描

か
ん
と
い

う

態
度
表

明
を
行
っ

て

い

る
。

こ

こ

に

ブ
ロ

ー

デ
ル

の

影
響
を

看
取
す
る
こ

と

は
容
易
で

あ
る
が

、

と

も
あ
れ

彼
の

抱
く
社
会
（

構

造
）

史

の

射
程
の

広
さ

は

驚
嘆
に

値
し
よ
う

。

　
以
上
の

よ

う
に

、

本
書
に

は
ボ
ー

ズ
ル

の

多
様

な

研
究
成
果
が

余
す
こ

と
な

く
収
録
さ

れ
て

お

り、

論
文
の

選
択
や

訳
語
に

関
し
て

議
論
を
重
ね
た

関

係
者
の

労
を
ね

ぎ
ら
い

た
い

。

そ
し

て

最
後
に

監

訳
者
の
一

人
、

三
宅

氏
の

尽
力
に
よ
っ

て

ボ
ー
ズ

ル

の

全

蔵
書
が

「

ボ
ー

ズ
ル

文
庫
」

と

し
て

明
治

大
学
図
書
館
に

収
め
ら

れ
た

こ

と

を
特
記
し
て

お

く
。

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

大
貫
俊
夫
）

一

〇
二
（

→
〇

二

）

ゲ
ル

ト
・

ア

ル

ト
ホ
フ

著
／
柳
井
尚
子
訳

『

中
世
人
と

権
カ

　
　

ー
「

国

家
な

き

時

代
」

の

ル

ー
ル

　
　

と

駆
引

　
　
』

　
　
（

中
世
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

万
華
鏡
　
 
）

　
　
　
　
　

　
　

八
坂

書
房
　
　
二

〇
〇
四
・

七
刊

　
　
　
　
　

　
　

A5

　
二

六
六

頁
　
二

八
〇
〇
円

　
「

彼

〔
オ
ッ

ト
…

大
帝
〕

は
、

暗
殺
の

陰
謀
に

加
わ
っ

た

わ
が
祖
父
（
！

）

に

つ

い

て

も
、

死
刑

の

執
行
を
望
ま
れ
て

い

た
。

し
か

し

親
し
い

諸
侯

の

助
言
に

耳
を

貸
さ
れ

、

結
局
は

祖
父
を
バ

イ
エ

ル

ン

伯
ベ

ル

ト
ル

ト
の

も
と
へ

拘
留
す
る
よ

う

命

じ
た

。

全
財
産
は

没
収
さ

れ
徹
底
的
に

分
割
さ
れ

た
。

そ

し
て

ま
る
一

年
後

、

よ
う

や
く
皇
帝
の

慈

悲
を
え

て
、

祖
父
は

全

財
産
を
そ
っ

く

り
返
納
に

あ
ず
か
っ

た

ほ
か

、

ま
と

ま
っ

た

額
の

金
、

そ
れ

に

ザ
ン

テ
ル

ス

レ

ー

ベ

ン

と
グ
ー

テ

ン

ス

ヴ
ェ

ー

ゲ
ン

の

居
城
ま
で

賜
る

こ

と
に

な
っ

た

…
」

。

　一

度
は

死
刑
宣
告
を
下
さ

れ
た

叛

逆
者
が

、

「

諸
侯

の

助
言
」

に

よ
り

助
命
さ
れ
た
の

み

か
、

命
を
ね

ら
わ

れ
た

皇
帝
本
人
の

「

慈
悲
」

に
よ
っ

て
、

一

年
後
に

は

本
来
の

財
産

に
加
え
て

補
償
の

意
味
合

い

の

財
貨
ま
で

賜
る
ー
。

三

権
分
立
を

前
提
と
す
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る

現
代
の

法
治
国
家
で

は
、

お
よ
そ

考
え
ら

れ
な

い

成
り
行
き
で

あ

る
。

し
か

し
、

事
件
を

伝
え
る

メ

ー

ル

ゼ

ブ
ル

ク

司
教
テ

ィ

ー

ト

マ

ル

の

筆
致
は

、

淡
々

と

し
て

い

る
。

そ

れ
が

、

あ

た
か

も
当
時
の

社
会
の

不
文
の

行
動
ル

ー

ル

（

ω

亙
Φ一
「

 
oq
 一
コ
）

に

適
っ

た

当
然
の

行
為
で

あ
る
か
の

よ

う
に

…
。

　

ミ
ュ

ン

ス

タ
i
大
学
教
授
ア

ル

ト
ホ

フ

は
、

一

九
九
〇
年
代
以
降

、

夥
し
い

数
の

論
文
・

著
作
を

通
じ
て

、

中
世
初
期
・

盛

期
の

「

政
治
的
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン
」

に

つ

い

て

新
境
地
を

切
り
開
い

て

き
た

。

本
書
は

、

一

九
九
八
年

、

彼
が

他
の

二

名
の

中
世
史
家
と
と

も
に
、

一

般
読

者
向
け
に

書

き

下
ろ
し
た

『

大
聖
堂
の

影
の

な
か

の

人
々

1
中

世
か

ら
の

新
知

見
』

の

第
一

部
の

翻
訳
で

あ
る

。

　

第
一

章
は

、

中
世
の

支
配
権
の

特
殊
性
を

明
確

化
す
る

た

め
に

、

現

代
と
の

比

較
を
加
え、

前
者

に

は

軍
事
力
の

独
占、

三

権
分
立

、

そ
し
て

「

国

家
」

が

欠
け
て

い

る
こ

と

を

確
認
す
る

。

そ

れ
で

は
、

中
世
社
会
で

は
、

権
力
・

制
度
に

代
わ
る
い

か
な

る

要
素
が

、

紛
争
解
決
・

秩
序
維
持
の

手
段

と

し

て

機

能
し

て

い

た

の

か

？

第
二

章
で

は
、

様
々

な

史
料
を
引
用
し
つ

つ
、

協
議
に

基
づ

く
合

意
形
成

、

公
の

場
に

お

け
る

支
配
権
行
使
の

形
式

と

機
能
（

儀
礼、

象
徴、

演
出、

身
振
り

等
々
）

、

支

新

　
刊
　
紹

　
介

配
権
の

様
々

な

正
統

化
の

試
み

に

つ

い

て

論
じ
ら

れ
る

。

特
に

印
象
的
な
の

は
、

こ

う
し
た

人
的
な

絆
に

依

拠
し

た

「

政

治
的
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン
」

が

機
能
不
全
に

陥
っ

た

際
に
生
じ
る

「

支
配

権
の

危

機
」

を
扱
っ

た

四

節

の

叙
述
で

あ

る
。

ル

ー

ト
ヴ
ィ

ヒ

敬
虔
帝
と
ハ

イ

ン

リ

ヒ

四
世
の

事

例
を
同

時
並
行
的
に

物
語
り
な

が
ら

、

二

つ

の

危

機
の

共

通
点
と

相
違
点
が

浮
き

彫
り
に

さ

れ
て

ゆ

く
。

第
三

章
の

主
題
は
、

近

代
へ

向
け
て

の

変
化

の

予
兆
で

あ

る
。

な
か

で

も
、

ヘ

ル

マ

ン
・

カ
ン

プ
の

分
担
執
筆
し
た

ブ
ル

ゴ

ー

ニ

ュ

公

国
に

関
す

る
分
析
が
興
味
深
い

。

中
央
集
権
化

、

制
度
化

、

財
政
の

国
庫
化
と
い

う

近
代
的
な

支
配
形
態
の

確

立
に

い

ち

早
く

向
か

い

な
が

ら

も
、

そ

れ
に

も
ま

し
て

支

配
者
個

人
の

人
的
関
係
が
い

ま
だ

重
視
さ

れ
て

い

た

と

い

う
。

「

結
局
の

と
こ

ろ
、

公
自
身

が
み

ず

か
ら
の

官
僚
的
機
関
の

行
く

手
に

立

ち
は

だ
か
っ

て
い

た

と
見
な

さ
ざ
る

え

な
い

だ

ろ
う
」

。

　

ア

ル

ト
ホ
フ

は、

そ

の

後
本
書
の

主

題
を

発
展

的
に

論
じ
た

『

儀
礼
の

力
−
中
世
に

お

け

る

象

徴
と

支
配
』

を
公

刊
し
て

い

る
が、

学
界
の

議
論
は

今

や
、

彼
の

画
期
的
な

研
究
成
果
の

受
容
の

段
階
か

ら
、

そ

の

有
効
性
の

再
検
証、

あ
る
い

は

他
の

時

代
・

地

域
へ

の

適
応
の

可
否
へ

と

移
行
し
て

い

る

よ
う
に

思
わ

れ
る

。

本
書
の

読
了
後
に

は
、

服
部

良

久
氏
の

研
究
動
向
論
文

（

本
誌

＝
三

⊥
二

所

収）

の

参
照
を

是
非
と
も

薦
め

た
い

。

　
ゲ
ル

マ

ニ

ス

ト
の

手
に

な

る
訳

文
は

大
変
読
み

易
く、

丁
寧
な

訳
注
も
適
宜

付
さ
れ
て

い

る
。

図

版
の

ク
オ

リ
テ

ィ

も

高
い

。

配

列
は

原
書
と

は

か

な

り

異
な
る
が

、

内
容
に

対
応
す
る

箇
所
に

再
配

置
し
た

も
の

と

推
察
す
る

。

　
　
（

三

佐
川

亮
宏
）

ジ

ャ

ン
・

ル

ク
レ

ー

ル

著

神
崎
忠
昭
・

矢

内
義
顕
訳

『

修
道
院
文
化
入

門

　
　

ー
学
問
へ

の

愛
と

神
へ

の

希
求

　
　
　
　
　
』

知

泉
書
館
　
二

〇
〇

四
・
一

〇
刊

A5

　
四一、一
四

頁
　
六
八

〇

〇
円

　

本
書
は

、

フ

ラ
ン

ス

語
の

初
版
が

世
に

出
て

半

世
紀
近
く

が
経
つ

、

い

わ
ば

占
典
的

名
著
の

待
望

の

翻
訳
で

あ
る

。

著
者
の

ル

ク
レ

ー

ル

（
一

九
一

一

〜
九
三

）

は、

中
世
に

お

け
る

修
道
院
文

化
の

担
い

手
た

る

著
作
家、

と

り
わ
け
ク

レ

ル

ヴ
ォ

ー

の

ベ

ル

ナ

ル
ド
ゥ

ス

の

研
究
者
と
し

て

知
ら

れ
て

一

〇
三
（

6
三

）
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